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2 学期も 1 か月が経ちました。生活は充実していますか。今回は“いい話のおすそわけ” 

という本から 2 つ紹介します。 

 道元禅師を知っていますか。（調べてみてください） 

「むかいて愛語を聞くは面を喜ばしめ、心をたのしくす。むかわずして愛語を聞くは肝に

銘じ魂に銘ず。愛語能く回天の力あることを学すべきなり」と説いています。 

これは、愛語とは、人間の運命をも変えるほどの強い力を持っている、という教えです。 

愛語：優しい心のこもった深い言葉や前向きな言葉 

訳：面と向かって温かい言葉や優しい言葉をかけられると、誰であっても顔がほころび、 

心から楽しくなるものだ。直接顔を合わせていなくても、自分を気遣ってくれる温かい 

言葉や誰かを通して伝わる優しい言葉は、心の奥底に深くしみわたり、一生涯忘れられ 

ないほどの力を持つ。愛語には天下を覆すほどの大きな力があることを深く学ぶべき 

である。 

今回の話を“いい話”と受け取るか“別に何とも”と受け取るかは、受け取り手の心に大きく

左右されます。皆さんにとっていい話となり、力(心のエネルギー)になれば幸いです。 

 

＊朝、目覚めるのが待ちどおしい 

  「凍えるような寒い朝でも、人が温かいベッドから起き立つことができるのは、その日、 

愛するものや楽しいことがあるからだ」という言葉がある。旅行の日、新しい洋服に手を 

通す日、愛しい人に逢う日・・・・、そんな日には夜明けも待ち遠しく起き出したことと 

思います。寝ているときの快さよりも、床の温もりよりも、もっと楽しいことが待ってい 

るとき、起きるのは苦痛にはなりません。 

  しかし、起きたくない朝もあります。その日、対処しなければならない難しい問題が 

あるとき、苦手な人に会わなければならないとき・・・・など、心おののく朝もあります。 

 でも、そんな期待とか不安とかが、はじめからこの世に存在しているわけでもありま 

せん。すべてが、自分の心の問題です。自分がそのことを「楽しい」と思えば期待が、 

「嫌だな」と逃げる心があれば不安が湧いてくるだけのことです。 

  一度しかない人生を、どうせ同じ生きるなら、何か目的を見つけて、前向きに一生懸命 

に生きたいものです。そうしたら、きっと毎日が楽しくなるはずです。 

 



＊考えるリンゴか、使えるリンゴか 

  航空・宇宙工学者の糸川英夫博士は、著書の中で次のように語っています。 

「ニュートンは、木からリンゴが落ちるのを見て万有引力の法則を発見した。リンゴの 

木は高いものも低いものもあるけれども、木がどんどん成長していって、何十メートル、

いや極端に言えば何十キロメートルの高さになってもリンゴは落ちるだろう。では、月が

落ちないのはなぜだろうか？という疑問を持つことから法則が生まれた。一方、ある年、

東北地方で台風のためにリンゴがみんな落っこちたことがある。そのとき、農家の人は

「リンゴが落っこちて大損害だ。落ちなかったリンゴを使って金を儲けよう」と考えて、

“受験に落ちないリンゴ”として売り出したところバカ受けした」 

前者が WHY 思考であり、後者が HOW 思考です。 

  りんごが落っこちたときに、「どう対処できるか」とあれこれ対症療法を編み出せる

HOW 思考も必要だが、物事の根本を考える WHY 思考の比重を高める必要があると思い

ます。 

 

 小さな目標でよいので、その目標に向かって生きていき、WHY 思考を習慣にしていきま

しょう！皆さんが生きていく社会はどうなるのか分かりません。未来予想はいろいろとあ

りますが、その通りにはならないでしょう。変化するのは確実ですが、変化が変化を生み、

予想外のことが多々生まれながら発展していきます。 

このような変化に対応するのに必要な力は何でしょうか。答えはありませんが、その力を

身に付けるのに重要なのが学び方です。「分からない未知なものに対して、他人から教えて

もらおうと考えるのではなく、自分で調べて、情報を得て、他人の知識も借りて、学んでい

き、理解していくという学び」をしていくことで必要な力がついていくと考えます。 

いかがでしょうか。答えは 1 人 1 人違っていいのです。自分なりの学び方を創って、 

未知なものを理解していく力をつけましょう。それが新しいものを創る原動力になると 

思います。 

新しい価値観を創って生きていこう！ 
 

10 月 31 日（土）に本校で結翔祭が開かれます。1～3 年次生まで全員が発表します。 

結翔祭とは、生徒たちが「総合的な探究の時間」で積み重ねてきた学びの成果を発表する、

探究の祭典（成果発表会）のことです。 

内容は以下の通りです。 

1 年次：「産社成果発表」    自己理解とこれからに向けて 

2 年次：「人社・探究成果発表」 つばさ地域探究 

3 年次：「探究成果発表」    各自探究成果発表 

午前の部 ９時 15 分受付開始予定（発表：9 時 25 分～11 時 55 分） 

 午後の部 12 時 20 分受付開始予定（発表：12 時 30 分～15 時） 

是非、発表を聴きに来て、生徒の姿を観てください。お待ちしております。 


